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主な研究分野１．昆虫の卵形成と卵巣構造の系統進化 
昆虫の卵ができてくる過程は多様であり，またそれを作る器官である
卵巣構造にも多様性が見られる。これらの多様性が進化してきたプロ
セスを明らかにする。特にカゲロウ類，アザミウマ類，カカトアルキ
類など，昆虫の進化を考える上で重要な分類群を材料としている。 
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主な研究分野２．河川に生息する底生動物の分布と生態 
福島県内の河川を対象にして，そこに生息している底生動物相（主に
水生昆虫相）を解明し，それらから河川およびその周辺の自然環境の
あり方を考える。現在は上流にダムが完成した摺上川の底生動物につ
いて，主にダム堤体直下流の５ヶ所でモニタリングを実施している。
また，ふくしま県民の森「フォレストパークあだたら」及びその周辺
の昆虫相についても調査を実施している。 
 
主な研究分野３．アザミウマ類の分布・分類・形態学的研究 
農業害虫としても有名なアザミウマ類の福島県内における分布や寄主
との関係などを明らかにする。また，アザミウマ類の超微形態（外部
形態や内部形態の微細構造）を観察し，アザミウマ類の進化や系統に
関する考察を行う。 
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相談に応じられる分野･テーマ：  
 １．アザミウマ類の同定 
 ２．水生昆虫の同定 
 ３．小学生~高校生を対象とした自然観察・体験活動 
キーワード：比較形態学，卵形成，卵巣構造，アザミウマ類，カカト
アルキ類，水生昆虫，生活史，分布，分類学，超微形態，系統進化 

学会活動  
 日本動物学会 
 日本昆虫学会 
 日本発生生物学会 
 日本節足動物発生学会 
 日本土壌動物学会 
 日本陸水学会 
社会活動  
 福島県環境アドバイザー 
 福島県野生動植物保護アドバ
イザー 
 福島県尾瀬保護指導委員会オ
ブザーバー 
 日本節足動物発生学会編集幹
事 
主な担当科目  
 生物学 
 環境保全論 
 自然環境調査法 
 環境解析演習 
 保全生物学実験 
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